
                         
     

令和７年７月１日、萩原北中

学校学校運営協議会の協力を得

て、強調月間としてのメインイ

ベント“社会を明るくする運動

in萩原北中学校”を無事に開催

することができました。

前半の『座談会』では、今井

藤夫社明推進委員長の基調講演

を受け、生徒たちが実際に生活

する区長さんにアドバイスをい

ただきながら、夏休み中の地域

で自分たちができることが話し

合われました。

後半は、場所を体育館に移

し、座談会の報告をし合った

後、皆さんお楽しみの『生徒た

ちの合唱』と『岐阜県警察音楽

隊の演奏』が披露されました。

会の最後には、永田会長がお

礼を述べ、「社会を明るくする

運動」の意義を再度確認し、締

めくくられました。

まさに宝
．．．．

！ 生徒たち一人一人が

地域の行事に 自ら参加！！ 
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生徒たちは、
地域のことや話
し合いの仕方を
よく分かっていま
した。
昨年までの経

験の積み重ね
が、積極的な意
見交流を生みだ
したのでしょう。

各地域の座
談会で話し合わ
れたことを報告し
ました。
夏休み中に

行われる行事が
成功することを
祈っています。
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演奏会の締めくくりは音楽隊の演奏にあわせて、Y・M・C・A！



溶解しももよもあ
6 月 9 日 に 金山小学校 を 訪問 し ま し た 。

2 時間目 の 授業時間 を い た だ き 、 6 年生 35
人 に 対 し て 社明運動 の 啓発 と 「 愛 の 鈴 」 作
り の ワ ー ク を 行 い ま し た 。 子 ど も 達 は 真剣
に 話 を 聞い て く れ 、 「 愛 の 鈴 」 作 り に 楽 し
ん で 取 り 組 ん で く れ ま し た 。 プ レ ゼ ン ト し
た ひ ま わ り の 苗 を 校長室 の 前 の 花壇 に 子 ど
も 達 の 手 で 植 え た と の 報告 を 受 け ま し た 。
「 愛 の 鈴 」 やひ ま わ り に 触れ る た び に 「 社
会 を 明 る く す る 運動 」 の こ と を 思 い 出 し て
く れ る こ と を 期待 し ま す 。

7 月 1 日は 、 朝 8 時 30 分 に 金山振興事務
所 で 出発式 を 行 っ た 後 、 5 社 の 企業 な ら び
に 金山中学校 を 訪問 し 「 社明運動 」 の PR を
行 い ま し た 。
（ 金山部会 ： 保護司 4 人更女 8 人 ）

【金山小学校児童の感想】
・私は、話を聞くまで罪を犯した人たちと
は関わりがないと思っていました。話を聞
いて、自分は関係ないと思うのではなく 、
その人には会えないし支えられないけど 応
援はできると思いました。
・愛の鈴を作りながら、罪を犯した人のこ
とを考えてとても勉強になりました。作る
時にとても優しく教えてくださったので嬉
しかったです。 これから大切にひまわりを
育てたいなと思いました。
・「更生保護」という言葉をはじめて知り
ました。ぼくは、罪を犯した人でも助けて
あげたいし、協力して社会を明るく してい
きたいなと思いました。

金 山 地 区

下呂地区は 6 月 4 日
上原小、 6 日下呂小中
10日竹原小中を訪問し
ました。
 小学校は 6 年生に社
明運動の啓発および
「愛の鈴」の作成ワー
ク、シンボルフラワー
ひまわりの苗の贈呈を
行いました。「愛の
鈴」の作成は 2 年目と
いうこともあり、とて
もスムーズで、指導す
る私たちも余裕をもっ
て行うことができまし
た。
 どの学校の児童も、
明るく元気で「社会を
明るくする運動」を伝
えるために訪問した私
たちが逆に元気をもら
って帰ってきました。
 「愛の鈴」の作成に
ついては、更女の方が
いろいろと案を出し事
前の準備をしてくださ
ったことに感謝です。
（下呂部会：保護司 6
人更女７人）

下 呂 地 区

【各校児童の感想】
・ひまわりや「愛の鈴」にはすご
い思いが込められていることがわ
かりました。（竹原小）
・僕は今日作った「愛の鈴」をラ
ンドセルにつけて「社会を明るく
する運動」のことを忘れないよう
にしたいし、「いけないよ」と言
えるようにしたいと思います。
（上原小）
・「社会を明るくする運動」は犯
罪をしてしまった人たちに希望を
与え周りの人の信頼を取り戻すた
めの何てよい活動だと思いまし
た。なので、周りに罪を犯した人
が来ても、もう一度信頼して上げ
たいなと思いました。

小 坂 地 区

【 小 坂 小 学 校 児 童 の 感 想 】
・ 「 母 の 鈴 」 で の 「 い け な
い よ 」 と 伝 え る 勇 気 、 思 い
が 大 切 だ と 知 っ た し 、 下 呂
保 護 司 会 の 方 か ら の ヒ マ ワ
リ に 色 々 な 思 い が 込 め ら れ
て お り シ ン ボ ル フ ラ ワ ー で
あ る こ と を 知 り 、 大 切 に 育
て て い き た い と 思 い ま し
た 。
・ 一 度 罪 を 犯 し た 人 で も 立
ち 直 る こ と が で き る か ら 、
周 り の 人 が 大 切 な ん だ な と
わ か り ま し た 。
・ 一 つ 一 つ の 言 葉 で 相 手 の
心 を 傷 つ け て し ま う か も し
れ な い か ら 相 手 の 気 持 ち を
考 え て 話 し て 行 き た い 。

6 月 11 日 、 小 坂小 学 校 6 年
生 の 児 童 に 社 明 の 啓 発 活 動 と
「 愛 の 鈴 」 作 り を し ま し た 。
「 愛 の 鈴 」 作 り は 2 年 目 と な
り 今 年 は 作 業 工 程 を 少 し 変 え
慣 れ て き た こ と も あ り 時 間 内
で 作 り 終 え る こ と が で き ま し
た 。 ひ ま わ り の 苗 は 事 前 に 学
校 へ 渡 し 、 訪 問 当 日 は 校 庭 の
片 隅 に 植 え ら れ て い ま し た 。
そ の 後 、 小 坂 中 学 校 へ も 訪 問
し 、 校 長 先 生 に 社 明 の PR と
引 き 続 き の 作 文 コ ン テ ス ト へ
の 参 加 を お 願 い し ま し た 。

7 月 1 日 は 早 朝 よ り 益 田 清
風 高 校 の PR 活 動 に 参 加 し ま
し た 。 今 年 初 め て の 試 み で し
た が 、 啓 発 グ ッ ズ を 直 接 生 徒
た ち に 渡 せ た の は よ か っ た で
す 。 そ の 後 、 振 興 事 務 所 長 へ
の メ ッ セ ー ジ 伝 達 、 5 社 の 企
業 訪 問 を 行 い ま し た 。 協 力 雇
用 主 の 2 社 に は 今 の と こ ろ 就
労 希 望 者 は な い が 、 長 い 目 で
見 て も ら い 引 き 続 き の 支 援 を
お 願 い し 、 そ れ 以 外 の 3 社 に
は 協 力 雇 用 主 の パ ン フ レ ッ ト
を 社 明 の 資 料 と 一 緒 に 渡 し ま
し た 。 （ 小 坂 部 会 ： 保 護 司 2
人 更 女 ４ 人 ）

6 月 3 日尾崎小、 10 日萩原小、 13 日宮田
小、 16 日馬瀬小を訪問し、 6 年生を対象に
「社会を明るくする運動」の啓発、更女の
みなさんの指導による「愛の鈴」づくり、
社明のシンボルフラワーであるひまわりの
苗の進呈を行いました。
 各小学校へは、萩原・馬瀬地区の保護司
や更女のメンバーが分担して訪問しました
が、各小学校とも、更女の皆さんの周到な
事前準備によりスムーズに「愛の鈴」作り
が行われ、 「『 いけないよ』言える勇気と
聞く勇気」という更女の方の呼びかけも児
童の心に響いたようでした。さだまさしさ
んの歌「償い」を動画で紹介した学校もあ
り、よい授業ができたと思います。
（萩原・馬瀬部会：保護司 5 人更女 4 人）

【各校児童の感想 】
・犯罪をしてしま った 人達のことを私 は考
えたことがなかっ たけれど、 罪を犯し てし
まった人達の中に は苦しんでいる人が いる
ことを初めて知っ て、「愛の鈴」はと ても
素敵なものだと思 いました。（萩原小 ）
・私は、「愛の鈴 」が 出所する人たち に渡
されていたもので あることを知った。 更生
についての歌があ ることを初めて知っ た。
更生ができる環境 づくりが大切という こと
がわかった。（宮 田小）
・僕は、大人にな ったら犯罪を しない 大人
になりたいです。 （萩原小）
・「いけないよ」 ということがとても 大切
だということがわ かりました。「愛の 鈴」
作りはいい思い出 になったし、大切に 使い
たいと思いました 。（宮田小）

萩原 ・ 馬瀬地区



益田清風高校の生徒さん達も

明るく応えてくださいました！ 

校門前にて、登校時の生徒さんに社明運動のチラ

シとクリアファイルを配付し、啓発活動を実施しました

当日は晴天に恵まれ少し暑さもありましたが、総勢

１２名（市担当者２名、更生保護女性の会３

名、保護司会７名）が、学校のご協力のお陰で、今

回、初めての活動を無事終えることができました。 益田清風高校前にて「社明運動」啓発活動 7/1


	サポートセンターだより第66号1（R7 7)_
	サポートセンターだより第66号2（R7 7)
	サポートセンターだより第66号3（R7 7)_



